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な
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ト
設
計
(
名
古
屋
市
千
種
区
鹿
子
町
3
の
8
の
4
0
2
、
西
田
幸
夫
代
表
、
電
話
0
5
2

・
7
8
1
・
6
0
0
6
)
は
、
環
境
に
配
慮
し
た
冷
房
技
術
と
し
て
、
半
屋
外
の
大
型
施
設
な
ど
で
普

及
し
つ
つ
あ
る
ド
ラ
イ
ミ
ス
ト
を
小
型
化
し
、
個
人
の
家
庭
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
エ
ア
コ
ン

の
冷
気
が
苦
手
な
高
齢
者
や
冷
え
性
の
人
に
ニ
ー
ズ
が
あ
る
と
判
断
。
将
来
的
に
年
間
1
0
0台
の
販

エ

ド
ラ
イ
ミ
ス
ト
は
、
霧

を
散
布
す
る
装
置
。
水
が

蒸
発
す
る
時
の
気
化
熱
を

利
用
し
て
温
度
を
下
、
げ

。
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
の

技
術
を
元
に
、
中
部
地
区

の
企
業
や
名
古
屋
大
学
の

一
教
授
ら
が
開
発
し
た
も
の

一
だ
。
愛
知
万
博
で
使
用
さ

一
れ
、
一
躍
知
名
度
が
上
が

っ
た
。
今
で
は
印
社
以
上

の
メ
ー
カ
ー
が
参
入
し
、

屋
外
の
大
型
施
設
向
け

の
装
置
を
堅
児
し
て
い
る

と
い
う
。

同
社
は
2
0
0
5年、

研
究
に
関
わ
っ
た
教
授
ら

一
が
出
資
し
て
設
立
し
た
。

一
家
庭
用
の
小
型
ド
ラ
イ
ミ

一
ス
ト
「
な
ご
ミ
ス
ト
」
を

開
発
し
、
販
売
し
て
い
る
。

一
装
置
を
ベ
ラ
ン
ダ
や
庭
に

一
取
り
付
け
、
屋
外
か
ら
屋

一
内
を
冷
却
す
る
。
エ
ア
コ

一
ン
と
比
べ
て
、
室
内
の
温

度
を
3
度
下
げ
る
消

力
ば
約
叩
分
の
1
と
い

う

。

一

ス

ト

は

知

聞
社
の
杉
山
剛
氏
は
一

「
エ
ア
コ
ン
は
廃
熱
を

す
が
、
な
ご
ミ
ス
ト
な
ら
、

隣
の
家
に
涼
し
さ
(
霧
)
の

お
す
そ
わ
け
が
で
き
る
」

と
ア
ピ
ー
ル
す
る
。
一

価
格
は
お
万

i
お
万

円
。
昨
年
か
ら
販
売
、
改

良
を
続
け
、
こ
れ
ま
で
に

1
0
0台
ほ
ど
販
売
。
導

入
コ
ス
ト
の
高
さ
が
課
題
一

一
だ
。
普
及
し
て
い
け
ば
、

一
製
造
コ
ス
ト
も
下
が
る
と

電
一
い
う
。
一
に
提

一
杉
山
氏
は
「
ド
ラ
イ
ミ

川

で

い

て

も

、

そ
れ
が
家
屋
宵
に
な
っ
で

一
い
る
と
知
る
人
は
少
な

一
い
。
年
配
の
人
や
冷
え
性

一
の
人
な
ど
J
エ
ア
コ
ン
の

冷
気
が
普
唱
な
方
に
知
っ

て
ほ
し
い
協
と
話
す
。

一
小
型
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
塞
庭
揺
け
で
な
く
、

一
屋
外
で
実
施
す
る
イ
べ
ン

ト
や
個
人
唐
舗
な
ど
に
も
一

利
用
さ
れ
℃
い
る
。
今
後
、

一
来
年
の
夏
に
向
け
、
保
育

一
園
や
老
人
ホ
i
ム
を
中
心

案
し
て
い
く
。

なごミストを導入した保育園(千葉県)
・島
町

設
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K
・

，
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CL167
ノート注釈
環境、体に考慮した涼しさなごミスト設計　家庭用ドライミスト万博登場　中部発の技術を小型化なごミスト設計(名古屋市千種区鹿子町3の8の402、西田幸夫代表、電話052・781・6006)は、環境に配慮した冷房技術として、半屋外の大型施設などで普及しつつあるドライミストを小型化し、個人の家庭で利用できるようにした。エアコンの冷気が苦手な高齢者や冷え性の人にニーズがあると判断。将来的に年間100台の販売を目指す。(真野敏幸)エアコンより経済的ドライミストは、霧を散布する装置。水が蒸発する時の気化熱を利用して温度を下げる。スプリンクラーの技術を元に、中部地区の企業や大学の教授らが開発したものだ。愛知万博で使用され、一躍知名度が上がった。今では50社以上のメーカーが参入し、半屋外の大型施設向けの装置を販売しているという。同社は2005年、研究に関わった教授らが出資して設立した。家庭用の小型ドライミスト「なごミスト」を開発し、販売している。装置をベランダや庭に取り付け、屋外から屋内を冷却する。エアコンと比べて、室内の温度を3度下げる消費電力ば約10分の1という。同社の杉山剛氏は「エアコンは廃熱を出すが、なごミストなら、隣の家に涼しさ(霧)のおすそわけができる」とアピールする。価格は25万～35万円。07年から販売、改良を続け、これまでに100台ほど販売。導入コストの高さが課題だ。普及していけば、製造コストも下がるという。杉山氏は「ドライミストは知っていても、それが家屋用になっていると知る人は少ない。年配の人や冷え性の人など、エアコンの冷気が苦手な方に知ってほしい」と話す。小型であることから、家庭だけでなく、屋外で実施するイべントや個人店舗などにも利用されている。今後、来年の夏に向け、保育園や老人ホームを中心に提案していく。なごミストを導入した保育園（千葉県）

CL167
ノート注釈
CL167 : Marked


